
 

 

 

 

 

 

２０２０、いよいよ東京オリンピックが開催されます。自国開催は、一生に

一度あるかないかのチャンスなので、是非観戦しに行きたいものです。 

さて、スポーツ以外にもオリンピックの名がつく競技があるのを知っていま

すか？ それは、国際科学オリンピックです。数学・化学・生物学・物理・情

報・地学・地理の７種目があり、日本人の高校生が物理オリンピックで金メダ

ルを獲得したというニュースを耳にした人もいるかもしれません。これらの国

際科学オリンピックは誰でも出場できるわけではなく、それぞれの国内大会（日程等は裏面参照）

で成績上位に入る必要があります。また、国内大会に出場して結果を残せば別の特典もあります。

例えば、物理チャレンジの第 2チャレンジまで残ることができれば、岡山大学理学部物理学科に入

学することができます。正確には、AO入試（物理チャレンジ枠）の受験資格が得られるのですが、

この入試で不合格者はいません。ただし、過去 5年間の受験者数は 1名のみです。なぜならば、2

次選考に残れるような人はみんな東大や京大に行ってしまうからです。 

ここまでで、少しハードルが高いなって思う人も多いと思います。そういう人には、物理コンテ

ストやサイエンスチャレンジなどの県内で競い合う大会もあります。物理コンテストは県内の高校

１・２年生が参加する物理の力を競う大会で、10 月に岡山大学で行われます。サイエンスチャレ

ンジは県内の高校１・２年生が物理・化学・生物と多岐に

わたる課題を 6～8 名のチームでクリアしていく競技で、

11月に地元の吉備路アリーナで行われます。特にサイエン

スチャレンジには、本校から毎年参加しています。2 学期

には募集をかけますので、是非とも挑戦してみてください。 

 

以下は物理コンテストの過去問題です。ぜひ挑戦してみてください！（答えは裏面） 

                

 

 

 

 

 

 

 

担当教員 

１年 池田(物理) 

    難波克，田淵(数学) 

２年 勝部(生物)，小原(化学) 

    髙田，山神，磯山(数学) 

３年 田邉(化学)，泉（物理） 

    平松富，横山，宮永(数学) 

※ 相談事などあれば気軽に話に来てください。 
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〈答え〉5円玉：⑤、ダイヤモンド：④ 


